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Kani no shoubai② 　［かにのしょうばい②］

「yoku gorannyo watashino atamani kega aruka douka」

こたえ

やまには　たぬきが　ひるねを　していました

「moshimoshi, tanukisann」

もしもし　たぬきさん

つるんこでありました

ikura kaniga jouzuna tokoyademo,

いくら　かにが　じょうずな　とこやでも

keno nai atamawo karukotowa dekimasen

けの　ない　あたまを　かることは　できません

kaniwa, sokode, yamae yatte ikimashita

かには　そこで　やまへ　やって　いきました

yamaniwa tanukiga hirunewo shiteimashita

tsurunnkode arimashita

takowa mewo samashite, 「nanda」 to iimashita

たこは　めを　さまして　なんだ　と　いいました

「tokoyadesuga goyouwa arimasenka

とこやですが　ごようは　ありませんか

よく　ごらんよ　わたしの　あたまに　けが　あるか　どうか

kaniwa takono atamawo yoku mimashita

かには　たこの　あたまを　よく　みました

naruhodo kewa hitosujimo naku,

なるほど　けは　ひとすじも　なく
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